
薪ラ毎事彰」ヒ

各
党
党
首
の
参
院
選
遊
説
で
印
象

に
残

っ
た
の
は
、
安
倍
晋
三
首
相
の

次
の

一
言
で
あ
る
。

「
私
た
ち
が
進
め
て
い
る
道
は
間

違

っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
こ
の
道
し

か
な
い
ん
で
す
、
皆
さ
ん
」

「
こ
の
道
」
が
指
す
の
は
、
無
論
、

経
済
成
長
に
ひ
た
走
る
道
だ
。
金
融

緩
和
、
財
政
出
動
、
成
長
戦
略
の

「
３

本
の
矢
」
。
今
後
１０
年
間
の
平
均
で
、

国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
名
目
３

％
程
度
の
成
長
を
目
指
す
の
だ
と
自

民
党
の
公
約
に
あ
る
。

果
た
し
て
そ
れ
が
唯

一
無

二
か
。

「
別
の
道
」
が
あ
る
で
は
な
い
か
と
、

成
長
路
線
か
ら
の
決
別
を
主
張
す
る

人
々
も
い
る
。
転
換
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は

「
縮
小
」
だ
。
物
質
的
豊
か
さ
を

追

い
続

け
る
成
長

の
限
界

を
自
覚

し
、

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
低
く
て
も
幸
福
に

暮
ら
せ
る
」
道
を
探
ろ
う
と
―
―

。

◆

　

　

◆

「
縮
小
社
会
研
究
会
」
と
い
う
集

ま
り
が
あ
る
。
２
０
０
８
年
に
京
都

を
拠
点
に
工
学
、
経
済
学
、
農
学
な

ど
の
専
門
家
約
３０
人
で
発
足
。
会
を

重
ね
る
ご
と
に

「
面
白

い
議
論
を
や

っ
て
い
る
」
と
評
判
に
な
り
、
今
や

会
報
メ
ー
ル
の
宛
先
は
約
３
０
０
人

に
増
え
た
。
今
年
１
月
、　
一
般
社
団

法
人
と
し
て
再
出
発
し
た
。

代
表
理
事
の
松
久

寛

さ
ん
（
６５
）

＝
京
大
名
誉
教
授

（
振
動
工
学
）
＝

に
会

っ
て
聞
く
と
、
こ
う
言

っ
た
。

「
研
究
会
の

『縮
小
』
と
い
う
名
前

に
問
題
意
識
を
込
め
ま
し
た
。

『
持

続
』
で
も
な
く
、
も
と
よ
り

『
拡
大
』

で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

『縮
小
』
。

成
長
の
果
て
の
破
滅
を
回
避
す
る
に

は
、
こ
の
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

研
究
成
果
の
中
間
報
告
を
兼
ね
、

昨
年
４
月
、

「
縮
小
社
会

へ
の
道
」

（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
を
出
し
た
。

副
題
が
意
図
を
言
い
当
て
て
い
る
。

「
原
発
も
経
済
成
長
も
い
ら
な
い
幸

福
な
社
会
を
目
指
し
て
」

京
大
教
授
ら
会
員
５
人
の
共
著
。

松
久
さ
ん
は
こ
う
書
い
た
。

「
何
と

な
く
不
安
を
持
ち
な
が
ら
も
、
何
と

か
な
る
で
あ
ろ
う
と
、
誰
も
が
将
来

の
議
論
を
避
け
て
き
た
」
。

エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
拡
大
と
歯
止
め
な
き
成

長
―
―
。
福
島
原
発
事
故
は
そ
う
し

た
根
拠
な
き
楽
観
と
経
済
の
量
的
拡

大
主
義
の
帰
結
で
あ
る
、
と
。

同
書
の
第
１
章
は

「
脱
原
発
は
縮

小
社
会

へ
の
入
り
口
」
。
以
下

「
成

長
の
限
界
点
」

「
再
生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
の
可
能
性
」

「
日
本
経
済
の
縮

小
」
と
続
き
、
脱
原
発
と
経
済
規
模

縮
小
に
よ
る
転
換
を
提
唱
す
る
。

京
都
以
外
で
の
開
催
は
初
と
い
う

東
京
で
の
第
１５
回
研
究
会

（
６
月
２３

日
）
に
私
も
参
加
し
た
。
国
会
近
く

の
会
場
に
集
ま

っ
た
の
は
約
２０
人
。

「
縮
小
社
会
の
姿
」
を
テ
ー
マ
に
談

論
風
発
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
減
少
、
大
企
業
集

中

・
広
域
物
流
か
ら
地
産
地
消

・
小

規
模
経
済

へ
、
大
都
市
集
中
か
ら
地

方
分
散
、
意
識
改
革
が
必
要
―
―
。

日
本
を
代
表
す
る
製
造
企
業
の
Ｏ

Ｂ
が
言

っ
た
。

「
現
役
時
代
は
グ

ロ

ー
バ
ル
競
争
の
中
で
生
産
性
信
仰
に

凝
り
固
ま

っ
て
い
た
。
で
も
成
長
の

デ
メ
リ

ッ
ト
を
感
じ
る
。
生
産
性
ア

ッ
プ
や
大
量
生
産
、
利
益
至
上
主
義

の
社
会
は
行
き
話
ま
る
と
思
う
」

◆

　

　

◆

「
縮
小
社
会
」
は
絵
空
事
だ
ろ
う

か
。
研
究
会
の
面
々
は
技
術
に
も
経

済
に
も
精
通
し
て
い
る
。
学
者
だ
け

で
な
く
、
現
役

・
Ｏ
Ｂ
の
企
業
経
営

者

・
幹
部
も
い
る
。
彼
ら
を
異
端
視

し
、
毎
度
の
成
長
路
線
を
唱
え
る
政

治
で
問
題
は
片
付
く
の
か
。

答
え
は
否
だ
と
私
は
思
う
。
加
速

度
的
に
進
む
人
口
減
少

（
約
百
年
後

に
日
本
の
総
人
口
は
約
３
分
の
１
に

縮
小
＝
前
掲
書
）
が
あ
る
か
ら
。
た

と
え
原
発
を
再
稼
働
し
て
も
核
の
ご

み
は
解
決
で
き
ず
破
綻
は
明
白
だ
か

ら
。
何
よ
り
も
、

「
経
済
の
拡
大
が

す
べ
て
を
解
決
す
る
」
と
い
う
成
長

信
仰
か
ら
の
転
換
が
３

・
１１
後
の
日

本
の
命
題
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

今
度
の
選
挙
に
は
既
視
感
が
漂

っ

て
い
る
。
昨
年
暮
れ
の
衆
院
選
で
自

民
党
が
圧
勝
し
て
政
権
復
帰
し
、
今

回
ど
の
世
論
調
査
も
そ
の
流
れ
の
継

続
を
予
測
し
て
い
る
。
衆
院
選
で
不

発
に
終
わ

っ
た
原
発
論
戦
は
今
度
も

拡
散
し
、
焦
点
が
絞
り
き
れ
な
い
。

結
果
は
見
え
て
い
る
―
―
と
言
う

な
ら
、
恐
ら
く
そ
の
通
り
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
社
会
の
課
題
は
厳
然
と
し
て
そ
こ

に
残
る
。
日
本
国
民
の
生
き
方
を
問

う
選
挙
だ
と
思
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

２

０

１

３

・
７

・
１４

（
次
回
は
２８
日
に
掲
載
し
ま
す
）
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